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はじめに

パブロフ型条件づけ手続きは、通常では脅威的で；まないものに激しい恐怖を感じさせる方略として

広く支持されている。従来は、条件刺激（CS）と無条件刺激（UCS）を単純に対呈示することで、条件反

応（CR）が喚起すると考えられてきた。しかし、近年は、条件刺激（CS）や無条件刺激（UCS）に対する認

知的要国が条件反応（CR）の喚起や強度を規定していると考えられている。しかも、これちの認知的

要因により単一の学習システムが構成されているのではなく、評価学習と信号学翠という 2つの学

習系列が構成していると考えられる。本研究では、このような認知過穫を行動論的に操作することに

より、恐怖学習事態としてのパブロフ聖条件づけにおける認知的要国の役割を明らかにした。

1章 パブロフ型条件づけに関する諸問題と本研究の目的

第 1章では、まず恐怖症の喚起や維持が、従来のパブロフ型条件づけモデルのように、認知無媒介

型の学習ζよるものではなく、認知的要閣が影響している可能性を述べた。その後、これらの認知的

要国が単一の学習システムとして構成されているのではなく、評値学習システムと信号学習システム

という 2つの学習システムに配置されていることを仮定した。この中で、条件刺激（CS）と無条件刺

激（UCS）の随伴性の認知や、条件刺激（CS）と無条件新激（UCS）に対する嫌悪性評倍が、各々の学習シ

ステムにおいて、条件反応（CR）の喚起や滑去・解消を規定していると説明されている。特に、感情

評伍長応を喚起させる評錨学習と条件刺激（CS）が無条件刺激（UCS）到来の信号として機能する信号学

習では、条件反応（CR）の喚起条件が異なることを述べ、各々、異なる学習システムである可能性に

ついて言及した。しかし、現在までこれらの学習システムを統合化した認知媒介型条件づけモデルは

提案されていないため、従来のモデ、ルでは恐怖反応の習得や消去を十分に説明できなかった可能性が

あると述べた。そこで、本研究では、パブロフ型条件づけにおいて、評価学習と信号学習の 2系殉

の学習過程があり、その結果、評価性の条件反応（CR）と準備性の条件反応（CR）の 2種類の条件反応

(CR）が喚起することを仮定する認知媒分聖条件づけの仮説モデルを提案した。その後、この俣説モ

デルの妥当笠を検討するための目的および以捧の章での目的の検討手顛を示した。
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2章 条件耕激に対する評価条件づけの効果

2章で行った実験 Iでは、条件刺激（CS）に対する嫌悪性の評留の抵下が、その後のパブロフ型条件

づけや消去過程に及ぼす効果を検討した。被験者は、大学生・大学院生26名で、実験群と統制群の

いずれかに参加した。実験辻、（l)CRテスト 1、（2）評価条件づけ、（3)CRテスト2、（4）パブロフ型条件づ

け、（5）消去の頼に行った。評価条件つけセッションにおいて、実験群では恐怖関連刺激に対しての嫌

悪性の評舗を低下させる操作を行い、統制群では恐橋非関連刺激に対しての嫌悪性の評俸を低下させ

る操作を行った。恐怖関連刺激としては fヘピJの図版、恐怖非関連刺激としては「花jの図版を用

いた。パブヨフ型条件づけセッションでは、無条件刺激（UCS）として 100dBの白色雑音を「ヘビj

に随伴させて呈示した。主な結果は、以下のとおりである。(1）事前に条件刺激（CS）ζ対し評価条件

づけを行った実験群の方が、統制群とくらべ、パブロフ型条件づけセッションの詩に、条件刺激（CS)

に対する準構性の条件反応（Cま）の強度が抵く、また条件刺激（CS）に対する評価性の条件反応（CR）の

強度も低かった。（2）消去セッションのときに、実験群の方が統制群とくらべ、評伝性の条件反応（CR)

の強度が悲かった。これらの結果は、パブロフ型条件づけの前に条＃耗激（CS）の嬢悪性評価を低下さ

せると、その後の評舗性・準備性の条件反応が掠制されやすくなる可能性があることを示している。

このことは、パブロフ型条件づけにおいて、評価学奮と信号学習が完全に猿立して行われているので

はなく、評価学習が信号学習に影響していることを示唆しているといえる。

3章 無条件事i激の強震操作と清去手続きの効果

この章では、実験Eと実験亙を行って、(1）評錨性の条件反応（CR）が、条件刺激（CS）と無条件刺激

(UCS）の誼倖性を認知する過程や無条件刺激（UCS）の嫌悪性の評価過程が媒分しなくとも喚起し、準

備性の条＃反応（CR）は、これらの認知的過程を媒介することにより生じることを明らかにすること、

(2）無条件耗激（UCS）の嫌悪性の評価を低下させたとき、準錆性の条件反応（CR）の強度が抵下するこ

とを明らかにすること、の 2つの目的を検討した。

実験Eでは、 18名の被験者を対象に、（1)UCS inflation手続きとじCSdeflation手続きという無

条件刺激（UCS）の強度操作と（2）消去手続きの各々が、評伍性の条件反応（CR）と準錆性の条件反応（CR)

に及ぼす効果を検討した。実験の結果、評面性の条件反応（CR）は無条件刺激（UCS）の強度操作や消去

手続きに対して誌とんど影響を受けなかった。また、準備性の条件反応（C防法UCSinflation手続

きを行われた被験者は、他の被験者とくらべ、大きな準備性の条件反応（CR）を示すことが明らかに

なった。消去手続きを行うと、評錨性の条件反応（CR）と異なり、準備牲の条件反Jif>(CR）は渚去して

いたことが明らかになった。

実験Eでは、 30名の被験者を対象に、 UCSinflation手続きと UCSdeflation手続きという蕪条

件刺激（UCS）の強度操作が、評語性の条件反応（Cま）と準髄性の条件反応（CR）に及ぼす効果を検討した。

実験の結果、評価性の条件反応（CR）は無条件刺激（UCS）の強度提作に対して統計的に有意な影響を受

けなかった。また、準構性の条件反応（Cま）に関して、 UCSinflation手続きを行った場合、準備性の

条件反応（CR）の強度が増大し、 UCSdeflation手続きを行った場合、準嶺性の条件反応（CR）の強度

が低下していたことが明らかになった。

これらの実験の結果、パブロフ型条件づけにおいて、評価学習と信号学習の 2つの学習が行われ

ており、無条件刺激（UCS）との礎律性の認知や無条件刺激（UCS）に対する嫌悪性の評価は、準備性の

条件反応（Cま）に影響する可能性があることが示された。
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4章 総合考察

第2章と第3章の一連の実験結果から、(1）パブロフ型条件づけには評倍学習系列と｛言号学習系列
があり、各々の学習系列で評価性の条件反応（CR）と準備性の条件反応（CR）を喚記すること、（2）評植

学習系列は、条件刺激（CS）に対する嫌悪性の評掘という認知的要因が構成されており、信号学習系列

は、条件刺激（CS）と無条件刺激（UCS）の髄伴性の認知と無条件刺激（UCS）の嫌悪性の評倍という 2つ

の認知的要因が構成されていること、（3）評価学習系列で行われた条件刺激（CS）に対する嫌悪性の評

揺が信号学習過程にバイアスとして作罵すること、の 3点が明らかに立った。第 1章で示した仮説

モデルが支持され、パブロフ型条件づけで評語学習と信号学習が並行的に行われていることを明らか

にした。さらに、実験的検討を通じて、検討の必要な需題として、(1）恐怖反応の構造、（2）評倍学習

事態ζおける条件刺激（CS）と無条件刺激（UCS）の結びつきの内容、（3）評錨学習が信号学習過程に及ぼ

す影響過程の検討が必要であることを示した。

以上の知見をもとに、恐怖学習のー形態であるパブロフ型条件づけでは、条件刺激（CS）や無条件刺

激（UCS）に対する認知的処理過程と板定し、あらためて認知媒介聖条件づけモデルを構築した。さら

に、このモデルは、従来のパブロフ聖条件づ‘けモデ、んや認知媒介型条件づ、けモデルで法解釈の難しい

恐怖症の症状を合理的に説明できることを示した。最後に、（1）条件反応の構造化、（2）評髄学習系列

における条件刺激（CS）の嫌悪性評価の過程の精散化、（2）評語学習系列における条件刺激（CS）の嫌悪

性評錨が信号学習系列に及ぼす影響過程の精綴化について検討することで、より詳細に講造化できる

モデルであると述べた。


